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流域委員会での質問等について

参考資料-1

22

問１ 川の蛇行や瀬の変化を確認するために、昭和21年頃の米軍
の航空写真を提示してほしい。

昭和38年と平成8年に、昭和22年の航空写真を追加した。 また、あわせて
最新の平成18年の写真も追加した。
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府中橋付近の航空写真（１）
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七屋橋付近～平野頭首工付近の航空写真（１）
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七屋橋付近～平野頭首工付近の航空写真（２）
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ＪＲ上中橋梁～三宅頭首工付近の航空写真（１）
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ＪＲ上中橋梁～三宅頭首工付近の航空写真（２）
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問２ 昭和30年代前半以降、低水路幅や砂防工事等何が変わっ
たのか整理してほしい。
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②無次元掃流力の変化と河床変動量

昭和57年と平成16年の無次元掃流力の縦断変化

北川の河床変動量
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③縦断勾配の変化
12.2km付近上流側の急縮部や堰下流部では、出水による局所的な洗掘傾向
がみられる。

北川平均河床高縦断図5.0～10.0km（昭和46年～平成16年）
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北川平均河床高縦断図0.0～5.0km（昭和46年～平成16年）
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遠敷川平均河床高縦断図（昭和57年～平成16年）
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④堰のコンクリート化
平野頭首工および三宅下河原井堰の堰コンクリート化に伴う大きな変
化は認められない。
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橋

堰コンクリート化前後の比較（平野頭首工）
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堰コンクリート化

大きな変化は認め
られない
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北川

昭和22年

Ｊ
Ｒ
北
川
橋
梁

平成18年

三
宅
橋

三
宅
頭
首
工

三
宅
下
河
原
井
堰

Ｊ
Ｒ
北
川
橋
梁

上
中
橋
（国
道

号
）

27

堰コンクリート化

大きな変化は認め
られない

堰コンクリート化前後の比較（三宅下河原井堰）
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⑤砂防工事
北川流域の福井県域では、土石流危険渓流区域に設置されている砂
防堰堤は、現在までに約150基施工されているが、北川上流となる航空
写真を比較しても大きな変化は見られない

平野頭首工の堰コンクリート化に伴う変化
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砂防工事前後の比較（ＪＲ上中橋梁～三宅頭首工付近）

大きな変化は認められない
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⑥河床掘削
北川の大規模な河床掘削は、昭和28年の災害による災害復旧土木助
成事業(S29～S34)に実施されており、みお筋の蛇行の間隔は長くなって
いるが、明瞭な瀬・淵・河原がある。

河床掘削前後の比較（府中橋付近）

昭和38年

昭和22年

北川

北川

みお筋の蛇行の間隔は長くなっている
が、瀬・淵・河原がある
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⑦低水護岸工事
府中橋付近の低水護岸は、昭和60年から平成5年頃に連続して整備し、
みお筋の蛇行や瀬・淵の大きな変化が見られる位置が一致している。

平成8年

府
中
橋

：低水護岸施工

北川

淵

淵

淵

淵 瀬

瀬

昭和22年
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河原
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瀬

淵 淵 淵

河原

低水護岸施工削前後の比較（府中橋付近）

澪筋が直線化し、瀬・淵が減少

1818

遠敷川合流点付近より上流の低水護岸は、洪水により河岸が浸食さ
れた区間において、堤防を守るために、維持管理工事や災害復旧工事
で部分的に整備している。みお筋の蛇行や瀬・淵の大きな変化は見られ
ない。

低水護岸施工削前後の比較（ＪＲ上中橋梁～三宅頭首工付近）
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まとめ

昭和30年代前半以降に瀬・淵が減少した要因として、
①堰のコンクリート化
②砂防岸工事
③河床掘削
④低水護岸工事
の考えられる４点について検討しました。

①から③にいては、航空写真の比較で大きな変化は見られませ
ん。このことから、これらの影響は少ないものと考えられます。

④については、部分的に施工している区間では、大きな変化は
見られないが、連続して整備した箇所では、瀬・淵が減少していま
す。

2020

問３ 九頭竜川の場合、住民説明会で大体どれぐらいの数の意
見・質問が出たのか教えてほしい。

九頭竜川水系整備計画（原案）についての意見や質問は、説明会では６７、ハ
ガキ・ＦＡＸ等では36の意見・質問をいただきました。 意見・質問数一覧表

103合計

36ハガキ・ＦＡＸ等

67説明会（６回）

意見・質問数

質問・意見の概要

治水に関するもの
66%

利水に関するもの
4%

環境に関するもの
14%

維持管理に関するもの
8%

その他
8%

「治水対策の早期実施を望むもの」、「経済
的な河川整備、足羽川ダム整備を望むもの」
「堤防を越水しても被害が拡大しないような
対策を望むもの」、「足羽川ダム整備の賛否
に関するもの」など

「塩水遡上や渇水時の危機管
理についてのもの」 など

「九頭竜川の河川環境の特徴
である砂礫河原の保全・再生
を望むもの」、「足羽川ダムによ
る水環境への影響に関するも
の」、「河川環境の改善に関す
るもの」など

「河道内樹木の伐採を望むも
の」、「ゴミ、不法投棄の対策を
望むもの」
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◇戦後最大洪水の補足説明◇戦後最大洪水の補足説明

昭和28年9月台風13号洪水による被害が戦後最大である。

被害最大

2222

◇戦後最大洪水の補足説明◇戦後最大洪水の補足説明

このため、流域周辺の雨量データも合わせて相関関係を検討し、
流域内の雨量を補完した。

昭和28 年9 月当時は、流域内に時間雨量観測所が存在せず、近隣では琵
琶湖流域である市場（当時建設省）のみであった。さらに、日雨量補正に使え
る観測所は流域外の観測所を含め４観測所と少なく、近年の予測と比べ降
雨分布の再現性が低く予測精度がよくないと考えられるため、日雨量観測所
を現存する数に合わせたうえで日雨量補正を実施した。
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◇戦後最大洪水の補足説明◇戦後最大洪水の補足説明

補完した雨量を用いて、昭和28年9月洪水の高塚地点での流量を
検討したところ、約1,500ｍ3/ｓと推定できた。

上記で設定した昭和28 洪水の流域平均時間雨量を用いて、流出計算により、基
準地点高塚における流量を算定したところ、高塚地点流量は約1,500m3/sを得る。

この値は、高塚地点の流量確率でおおむね1/50に相当

2424

第５回流域委員会での質問
除去された土砂（河口砂州）はどちらのほうに処理されるというか、持っ
ていかれるものなのでしょうか。

◇◇掘削した土砂の処理についての補足説明掘削した土砂の処理についての補足説明

第５回流域委員会での返答
土を持ち出せない規制がかかっております。その規制をどうするかとい
うのは検討していきたいと思います。

補足説明
河川管理者が実施する河川管理等を目的とした工事（河道掘削を含
む河川工事）から発生する土砂は、建設発生土（建設副産物）であり、
「河川砂利基本対策要綱」の対象とならないことから、他の公共事業へ
の流用を検討したい。


